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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修＞
・看護グループ内研修
日時：　11月26（木）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「高齢者支援制度について」
講師：　大川SW
＜全体連絡＞
・デイナイトケア利用者様の自動販売機の利用について

⇒青風荘入居中の利用者様はデイナイトケア利用中に自動販売機を利用できないため、青風荘に入居していない利用者様は来所前に買ってきてもらうようにする。
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・浅坂　政美　様～特定相談員の森氏より情報提供あり。昨日本人様、ケアマネージャー、特定相談員、ご家族様を交えサービス担当者会議を実施したとの事。介護度の申請で要支援2の判定となった事で、介護保険のサービスを今後移行していくとの事で、今後地元南部町のデイサービスやデイケアを見学していくとの事。介護保険のサービス利用に伴い青陽館の利用は、今月末で終了予定となっている。本人よりスタッフへ「11月30日でデイケアと青明舎をやめて、介護サービスを受ける事になった。お世話になりました。」と話し掛けがある。デイバスに乗る事に抵抗はあるが、地元のサービスを受ける事にしたとの事。初めは不安だと思うが、人柄が良い為すぐに馴染めると思う事を伝えている。
大久保　恵　様～病院相談員より見学の連絡があり。当院入院中の主病名中等度知的障害、統合失調症の32歳　女性。以前は知的障害のデイサービスを利用していたが、妄想が強くなり、本人の拒否も強く、対応困難となっていた。12/3（木）10：30～病棟スタッフ付き添いで見学予定となる。
佐々木　理佳様～スタッフへ話し掛けがあり、主治医に言われた事が気に障り、先日ハローワークに行き、一般就労の面接を受ける事にしたとの事。仕事内容は病院の電話引き継ぎであり、面接は連絡待ちとの事。まずは主治医の許可を得る必要がある事を伝え、以前より就労支援A型事業所から始めると話していた事はどうなったか確認するが、主治医へ書類を依頼したり、文書料が掛かる為面倒だと話している。家族からは同じ事の繰り返しではないかと言われ、訪問看護時へは明日の訪問で相談すると話している。
森木　聡美　様～当院デイケアの利用希望があり、白山台メンタルクリニックより転院し、本日受診している。受診後来所し、体験利用しつつ今後の日程を確認している。今年9月に勤めていた就労継続型支援B型事業を退職。以降は、自宅で休息を取りながら過ごしているとのこと。利用目的として、交友関係を築きたい、復職に向け生活リズムを整えたいことを挙げている。利用は火曜、木曜の週2回、バスを使用し通所するとのこと。。家族様も利用には協力的である様子。明日より、正式利用開始予定としている。スタッフの説明を聞き、「明日から来ますね。良かった。」と笑顔を見せており、余暇時は女性利用者様数名と交流しながら過ごしている。

デイナイトケア
特記する利用者様はおりません。
ショートケア

特記する利用者様はおりません。
＜事例検討＞


カンファレンスシート（　山田　隆雄　様）

実施日：R2年11月25日（水）13：30～14：00

担当：蕨野

検討内容　情報の共有

	氏名
	山田　隆雄
	性別
	男
	年齢
	71
	生年月日
	昭和24年4月6日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得

2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善

4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける

6.社会資源の利用

	本人希望
	青風荘の生活を継続していきたい。

	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい

	入院歴
	計　5回（最終入院　平成17年11月15日～平成25年4月30日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成25年5月1日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
　　　　　　　　　　　　　　　甥(保護者)


　　　　　　　　　　青南病院に入院歴あり
      　　　　　　　湊病院に入院歴あり           
成年後見人　甥様⇒身上看護、財産管理
他（自立支援サービス、生活保護受給）

	利用制度
	障害者手帳1級

障害基礎年金1級
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ現在維持


	スタッフから質問された際には、自分の状態を伝えられるようになる。
	スタッフから質問されたら自分で行動の理由を伝えられるようになる。
	不調があっても自ら話す事がないため、スタッフから質問された際には、答えられることは答える。スタッフは、ストレスの有無、周囲の状況、体調不良の有無など本人が返答しやすいように状況を確認していき、奇異な行動が見られたり、本人から何か訴えがあった際には振り返りを行っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	スタッフから質問されたら自分で行動の理由を伝えられるようになる。
	・奇異な行動があった際に、幻視、幻聴、妄想等の有無を確認するが、「ない」と答える。
・耳を塞ぐ行為は時折見られる為、幻聴があるのか周囲の音を気にしてなのかは尋ねても、「大丈夫」と返答し、理由を詳しく話すことはない。
・行動面では、上半身を小刻みに揺らし両手を擦り合わせたり、両手の甲の臭いを嗅ぐ行動を頻回に行っている。

・偏食が見られ、食事は残食が多い。そのため、摂取量が極端に少ないこともある。献立表や盛り付け時に、顔を近づけてチェックしており、拘りのある様子が窺える。
	自ら体調不良を訴えることがないため、些細な変化に注意していかなければならない。精神症状として、言語的な表現が出来ないと思われ、耳を塞ぐ行為等、小さな変化にスタッフが気付き、本人の環境を整えていき、病状の安定につなげていく。

病状を本人が自覚できるように、スタッフは本人が返答しやすいようなアプローチを行い、行動の原因や問題点を把握する事で、悪化時の対処法を一緒に考えていく。現状維持で、目標継続する。


	
	・主食のみ全量摂取し、副食は残食となることがある。おかずを見ては、全く食べないこともあり、食事の促しを要することがある。時々、食べるか迷っていることがあり、箸を置いたり持ったりしている。

・以前見られた廊下を叫んで歩く等の言動はないが、廊下を歩いている他メンバーをあから様に避けて歩行している時がある。
・周囲との交流は少ないが、日課やプログラムは周囲の様子を見て、一緒に行動ができている。プログラムは、ノートにメモし、真剣な様子見られている。質問に対しても答えることできている。
・話し掛けに、笑って見せる場面がある。
	

	青風荘からの情報
・甥は月１回入所料金の支払いに来ている。その際の面会は殆どない。
・小遣い帳の管理をしっかりしており金銭管理が出来ている。
・以前より偏食傾向が強くなってきている。
・精神症状に大きな変化はないが、自室のカレンダー裏に殴り書きで拘りを書いている。幻聴によりこだわりがある可能性がある。
・眼鏡の視力は遠近両用メガネで対応、使い方が分かっていない可能性あり
・診察の結果、痩せに関して施設でも健康管理を行い、体重減少に繋がらないよう対応を検討頂くよう伝えている。→　青陽館で栄養補助食品を試してみる


生活歴
・　昭和46年3月上旬から被害関係妄想や幻聴、自己臭妄想などが出現し、上記を発症し八戸赤十字病院の精神科を受診。同年3月29日同院へ入院となった。同年9月30日に退院後も服薬アドヒアランスは不良で精神症状の再燃により同院へ2回の入院歴があった。平成16年9月24日に退院後は通院及び訪問看護の利用を開始していたが、徐々に通院も不規則となっていた。その後浪費や奇異な行動などの精神症状が悪化し、平成17年7月4日に同院4回目の入院。その後退院後の生活環境や治療環境の調整目的にて同年11月15日に当院を紹介され、同日当院へ入院（転院）となった。長期の入院加療後の平成25年4月30日に当院を退院後はグループホーム（旧ケアホーム）青風荘へ入居し、以後現在に至るまで当院への定期的な通院及び精神科デイナイトケアの利用を継続している。

